
 

●会 議 名  令和２年度 第３回丹波市社会教育委員の会議 

 

●日  時  令和３年３月２日（火）午後２時～午後３時 45分 

 

●場  所  山南住民センター 集会室 

 

●出 席 者  社会教育委員：８名 

 関係部署：教育部（教育総務課、学校教育課） 

            まちづくり部（市民活動課、文化・スポーツ課、 

人権啓発センター） 

 

●内  容 

 １ 開会 

 

 ２ あいさつ 

 

 ３ 報告事項 

（１） 令和３年度丹波市の教育（実施計画）について 

    各課から概要を説明 

 

（２） 令和３年度以降の地域支援体制の見直しについて 

     市民活動課から説明 

 

（３） 報告事項への質問・意見等 

  〔令和３年度丹波市の教育（実施計画）について〕 

・健全なスポーツ環境の構築のため丹波市スポーツ協会と連携している

と説明されたが、業務が丹波市スポーツ協会に偏っており、連携が十

分とれていないと感じる。担当課が今後より介入し、連携を図ること

を望む。 

 →事業内容の確認、会議への参加などは、現在も行っている。いただ

いたご意見は、担当者とも共有する。 

・TAMBAシニアカレッジの拠点を増やしてはどうか。 

 →今年度も申込者が多く、参加者の制限を行っている状況。拠点を増

やす、回数を増やす、オンライン開催などを検討していく 

・地域づくり団体ごちゃまぜ交流会の参加者および内容について 

 →自治協議会、子育て中の保護者、高校生など幅広く参加いただいて

いる。参加団体の活動内容の紹介、中古図書の販売などを行った。 

・市民活動支援センター情報紙「tam tam」の発行頻度および内容につ

いて 

 →２ヶ月に１回発行している。男女共同参画に関する取組、自治協議

会、企業の紹介などを掲載している。 

 



 

〔令和３年度以降の地域支援体制の見直しについて〕 

・まちづくり指導員制度が廃止に伴い、「地域づくり支援員」が新設さ

れることで変わることを具体的に説明いただきたい。 

 →これまでのように 25 地域に等しく支援することをめざすのではな

く、入る地域を選定し支援していく。また、これまでは支援する団

体につき１人担当者を決めて支援にあったっていたが、今後は、３

名程度のチームで支援にあたる。 

・地域づくり支援員の支援を、積極的に求める地域、求めない地域に  

分かれると思う。支援先を選定する方法に変えることで、格差が生ま

れるのではないか。 

     →要望されたところだけに支援するのではない。それぞれの地域の状

況を注視し、支援が必要だと判断されるところに支援していく。 

・まちづくり指導員を、「地域づくり支援員」「丹波市生涯学習推進員」

に細分化することで、専門性は高まるが、カバーできない部分が生ま

れるのではないかと感じた。 

 

  ４ 次年度に向けた研究課題の整理  

～コミュニティ・スクールの推進について～ 

    ［荒木議長］ 

・本会議ではこれまで、コミュニティ・スクールについて、松本委員か

ら発表いただき、教育委員との意見交換会を実施した。コミュニテ

ィ・スクールについて自分とは関係のないことだと捉えるのではなく、

自分の活動と重ね合わせ、活かしてほしい。 

 

ワークシートに「自分の行っている活動」「その活動内容」「その活動で

大切にしていることを記入し、発表してもらった。以下、各委員の発表

内容を記載する。 

 

［足立委員］ 

・子育てサロンを行っている。子どもと地域の交流、親と地域の交流な

ど世代間の交流を大切にしており、交流の中で、昔の遊びなどの伝統

を伝承していきたいと思っている。 

［廣内委員］ 

・料理教室を開いている。料理は五感を同時に使える唯一の体験。自分

の栄養管理のできる人になってほしい。 

［板倉委員］ 

・協会の企画・運営を行っている。人と人とのつながりを大切にして活

動している。 

［竹内委員］ 

・子どもの学習支援、ひきこもりの方への支援などを行っている。ピア

サポートなどを通じて、ひとりで悩む人をなくしたいと思い活動して

いる。 



 

［森奥副議長］ 

・３Ｂ体操の指導を行っている。障がいがある方の生きがいとなるよう

な活動にしたいと思い取り組んでいる。人とつながり、痛みを共有し、

喜びを分かちあえることが大切だと思う。 

［荒木議長］ 

・坊主カフェを開いている。安心できる空間を作りたいと思っており、

そのためには、人の話をしっかり聞くことが大切だと感じる。 

［大木委員］ 

・青少年健全育成やマナー向上に関する活動を行っている。チームでの

話し合い、相互理解、子どもと大人のつながりを大切にしている。 

［橋本委員］ 

・丹波市防犯協会などに関わっている。活動を行う時、協力的な人とそ

うでない人の差が大きく、仲間づくりが大切だと思う。仲間づくりが

上手くできると、長期的に活動を続けていける。 

 

  ５ メールでの案内について 

      案内等を円滑に通知するため、郵送ではなくメールでの通知に変更しま

す。メールアドレスを報告票にご記入ください。引き続き郵送を希望さ

れる場合は、提出いただかなくて結構です。 

 

６ その他 

ワークシートの記入できていない部分については、各自記入してくださ

い。提出期限などについて詳しくは後日通知しますが、４月中の提出を

目途とします。 

 

７ 閉会 

 


